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はじめに

腎尿路異常は，尿路感染症を繰り返すことや尿

路閉塞によって腎機能低下をきたすため')，適切

な診断と治療が必要である.また近年,胎児エコー

診断が進歩し，胎児期から尿路異常を診断される

症例も増加している2)．今回われわれは過去５年

間に当科にて診断された腎尿路異常症例について，

その臨床的特徴を検討した．また胎児エコーにて

異常を指摘された症例と出過生後に診断された症例

を比較し，それぞれの病態について検討した．

対象と方法

対象は平成７年４月から平成１２年１０月までの

５年間に，名寄市立総合病院小児科で診断された

腎尿路異常症例１８例である.１８名のうち当院で出

生した症例は１３例あり,そのうち胎児エコーで異
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常を認めた症例は６例であった．これらの症例の

最終診断，性別，年齢，経過について検討した．

結 果

１８例中，特発性勝耽尿管逆流症が６例，巨大尿

管症（水腎症を伴う）が４例，腎孟尿管移行部

（PUJ）狭窄が３例，勝耽尿管逆流（ＶＵＲ）を伴

う重複腎孟尿管が２例あった．さらにＶＵＲを伴

う後部尿道弁が１例，ＶＵＲを伴う無抑制勝耽が

１例，ＶＵＲを伴う片側腎が１例あった（図１)．

このうち，尿路感染症を契機に尿路異常が判明し

た症例は１２例で,胎児エコーで水腎症を認め尿路

異常の診断にいたった症例が６例あった．

はじめに，１８例のうち当院で生まれ胎児エコー

を施行されている１３例について検討した（図２)．

胎児水腎症を認めた６症例のうち，３例が水腎症

を伴った巨大尿管症で,残り３例がＰＵＪ狭窄であ

った．６例とも排尿時勝耽尿道造影（ＶＣＵＧ）を

施行しているが，ＶＵＲは認めなかった．胎児エ

コーにて異常を認めなかった７症例は全例尿路感

染症を契機に尿路異常が判明した．全例にＶＵＲ

を認めた．このうち特発性ＶＵＲが４例，後部尿

道弁が１例，無抑制勝耽が１例，重複腎孟尿管が

１例であった（図２)．

次に胎児水腎症から尿路異常が判明した症例に

ついて検討した（表1)．巨大尿管症の３例，ＰＵＪ

狭窄の３例は,全例男児であった．いずれもＶＵＲ

は認めず,抗生剤予防投与はしていない．水腎症

の程度はＳＦＵｇｒａｄｅ（SocietyofFetalUrology

による分類）で１度から、度であった．１例のみ








	cover
	2011年08月11日13時21分56秒

